
美しい日本を守り育て作る

環境共生の知恵・地域に固有の文化

2004年度農村計画委員会活動報告
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国土面積 3,778万ha

総人口 12,770万人

東経154°
東経123°

北緯45°

北緯20°

都市計画区域面積920万ha≒ 24%
非都市計画区域≒2900haが農山漁村

農家人口1346万人：10%!!

農村計画の対象エリア



農村計画・研究のキーワード
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民家・伝統建築の活用

住空間と集落空間

地域施設

生活空間

市町村合併

土地利用

農村振興計画

環境管理

環境学習 環境資産保全継承

集落景観
定住政策

都市農村交流
グリーンツーリズム

まちづくり・地域づくり

住民参加
ワークショップ

海外の住居と集落

民家

住環境

中山間地域

地域コミュニティ

地域資源

環境資産

ラーバンの実態

むらづくり

エコシステム

最
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農村計画メンバー／自薦・他薦・公募／およそ120名（会員数37000人の3%）

本委員会／70定年2期4年ローテーション／35名

農村計画情報交流小委員会／10

田園建築・景観デザイン小委員会／14

農村エコシステム小委員会／15

集住文化小委員会／15

環境教育研究会/12

農村計画システム小委員会／12
農村企画
WG

ルーラルネット
WG

アジア農村
フォーラムWGラーバンデザイン小委員会／15

ラーバン出版企画WG

農村計画委員会組織



①国内外の農村計画上の学術情報交流の拠点を形成する
②わが国の農村集落のデジタルアーカイブを作成する
→ウェブ上に「美しい農村集落デジタルアーカイブ」作成
③農村集落における国際的なデザインワークショップを支援
支援する

農村計画情報交流小委員会／10

農村・都市を連続的に対象とする新たな計画システムの構

築←都市及び縁辺部の空洞化、過疎地域崩壊の危機に対応

農村計画システム小委員会／12

①人間活動によって支えられる農村エコシステムの全体像
の解明
②集落域におけるエコシステムの全体像の解明
③農村エコシステムを持続的に維持するための計画論確立

農村エコシステム小委員会／15



①田園建築の地域特性と環境共生的・生活文化的な建築のデ

ザイン手法に関する調査研究 ②

ヴァナキュラー性を有する田園建築について、事例分析に

よる２１世紀の建築像を検討 ③

建築とランドスケープの調和した景観形成に資するデザイ

ン・計画手法についてのシンポ開催

田園建築・景観デザイン小委員会／14

①多民族が居住するアジアに残されている自然環境と人間と

の共生／自然環境を持続的、循環的に活用／アジアの多様

な集住文化について計画論的視点から比較分析／健康で快

適な生活環境を形成

②アジアの集住文化に関する研究成果の資料収集・整理

集住文化小委員会／15



①日本型ラーバンの研究フレームの整理

②海外事例に見るラーバンの要件整理

③ラーバンデザインのためのコンセプト構築

④ラーバン実現化のための諸問題の検討

ラーバンデザイン小委員会／15

科研「児童生徒の農的体験を通じた環境教育に関する研
究」（平成11－13年度）→2002年度大会研究協議会「子ど
もの農的体験からみた学校・地域環境づくりの新たな展
望」の成果を踏まえ、①出版企画、編集、②公開研究会を
通し、環境教育の普及

環境教育研究会/12

ラーバン出版企画WG



全国の会員＆各地の農村計画メンバーとの研究交流

②農村計画メンバーへのメイリングの充実
③ホームページの充実

ホームページ・メイリングの充実

ルーラルネット
WG

委員長便り
■20041211 NO.7

■20041124 NO.6 ■20041012 NO.5
■20040921 NO.4 ■20040703 NO.3
■20040512 NO.2 ■20040410 NO.1

04年度農村計画委員会予算

136.6万円

①地方で
公開の
研究会
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主な活動11

集落研究はフィールドに始まっ
てフィールドに終わると言って
も過言ではない。今和次郎を
はじめとする膨大な先人の
フィールドノートを手本に、調査
研究が展開してきた。
春季学術研究会では、若手研
究者のフィールドノートを中心
に、新しい視点、新しい発見、
最新の成果について報告を受
け、集落空間の魅力を記述す
る方法について共通の認識を
深めた。

美しい集落－私のフィールドノート
公開研究会 04年6月 学会会議室

本委員会

30余
名
の
参
加
者
が

フィ
ール
ドノ
ート
発
表



農山漁村集落それぞれが固有の文
化を有し、それを読み解くためにさま
ざまな工夫がなされてきた。
フィールドには、机上では理解しがた
い多様な営みがあり、フィールドから
学ぶことは数知れない。
それを書き記したフィールドノートそ
のものも、文化的存在といってもよい。

一般・若手の関心に
かなった研究テーマ
若手の研究動向の把握

農村企画
WG

フィールド
ノートを
収録し

出版を検討

一般会員・大学院生から高い関心

主な活動12



主な活動21
日韓学術研究会
04年7月 東北工業大学

本委（＋農村建築研究会）

重村副学会長の挨拶のあと、
韓国「韓国・太白山間ヨカンジブと
ヅロンジブの住居空間構成の比
較研究」
日本「曲家保全から村づくり研究
会へ」を発表
40名余の参加者全員が研究紹介
→韓国研究者は東北の農村視察



韓国農村建築学会と農村計画
委員会の交流は1991年に始ま
る。

韓国の経済発展に伴い、

日本の農村整備が手本とされ、

さらに共通の課題について研
究交換が始まった。

当初は不定期な交流だったが、

2001：韓国・南部

2002：日本・九州

2003：韓国・清州

2004：日本・東北

と相互訪問の研究会が定着。

広くアジアに視野を広げ、
共通のテーマで研究交換
・国際交流をはかる

アジア農村フォーラム
WG

来年度は、韓国で、
ラーバン小委が近郊開発を
テーマに研究会を予定

主な活動21



主な活動３

全国で合併が進むなか、旧村や集落
を単位とする小さな住民自治組織の
あり方が模索されている。
長野県野沢温泉村の住民自治組織
である野沢組（リーダー・河野正人
氏）の活動を現地調査。

住民自治を問い直す
現地研究会 04年5月 長野県野沢温泉村

農村計画情報交流小委

→北海道大会農村計画PD



主な活動41

日本を始めアジアの各地には、地域に
固有の環境と共生し、持続的な環境が
形成され、良好な共同体を維持している
すぐれた集住地が数多く見られる。集住
の知恵を読み解く公開研究会は９回目
で、山に暮らす知恵について地元研究
者を交え、研究交換をした。

山に暮らす－集住の知恵９
公開研究会 04年7月 宮崎県諸塚村

集住文化小委

→成果を集約・05年出版



今
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2月

→近畿大会・協議会で成果を報告

主な活動42



北海道大会農村計画協議会

環境資産活用の多面的な展開方向－地域自立への挑戦－
本委（協議会企画）

昨年度大会協議会で環境
資産について議論を深め
たのに続き、今年度は持
続的な農山漁村経営を実
現していくために環境資
産をどのように活用する
かについて、しりべつ川、
下川町、鹿追町、エコ
ミュージアムを事例に議
論を深めた。



北海道大会農村計画PD
住民自治の表現としての地域デザイン

農村計画情報交流小委

平成の大合併を視野に入
れながら、かつての町や
村のコミュニティをに
なってきた住民自治の意
義を見直し、住民自治に
よる地域資源の活用、地
域外の介入の分散化、地
域の能力に応じた活動が
内発的発展を促していく
ことについて議論を深め
た。



主な活動５

循環型地域づくり
現地研究会 04年9月 北海道下川町

農村エコシステム小委(＋農村建築研究会）

過酷な自然条件、社会条件、経済条件
のもとで、地域資源を活かし、人材を育
て、内外に発信を続けてきた下川町の地
域づくりは内発的発展や循環型地域づく
りのモデルとして高く評価されている。今
回の現地研究会では下川町における循
環型社会の到達点と課題を学んだ。

→エコシステム論集の検討→刊行



主な活動６

エコロジカルな環境再生
公開研究会 04年11月 神戸大学

環境教育研究会

ドイツにおける都市のエコ
ステーションを始めとする
新たな都市のエコロジー化
の取り組み、廃鉱を環境
アートで再生する取り組み
について公開研究会を開き、
環境教育と一体になった環
境再生の新たな動きについ
て意見交換をした。

→環境教育に関する出版化の検討



主な活動71

新潟県中越地震では、農山
村に点在する小規模集落が
交通網、通信網、電気・ガ
ス・水道などのライフライン
が大きな被害を受け、孤立
集落が発生するなど、集落
型災害への対応の緊急性
が痛感された。そこで、現地
の状況を報告していただき、
農村計画が取り組む課題に
ついて意見交換をした。

中越地震緊急報告
公開研究会 05年1月 学会会議室

本委員会

→災害復旧特別研究
委員会へ活動を発展

→近畿大会PD



委員会名
農山漁村集落における自然災害復
旧支援計画特別研究委員会

中越地震総合研究小委員会

目 的 農山漁村における自然災害に対する防災・避難・復
旧事例を収集・整理のうえ、支援の方策について検
討し、提言としてまとめる

阪神淡路大震災に関する提言を検証しつつ、新潟県
中越地震災害に対する対応、復興について総合的に
検討し、提言としてまとめる

対 象 農山漁村集落における台風・地震・津波・洪水・土
石流などの自然災害

新潟県中越地震

課 題 ・集落災害の特徴
・過疎、高齢化と災害
・避難施設の規模・立地等
・仮設住居のあり方
・地域コミュニティの働き
・集落型復旧支援 その他

・阪神淡路震災提言の検証
・疎住地震災の課題と対策
・新潟中越震災の復興課題
・疎住地、山間地、豪雪地災害における生活再建
その他

委員長 伊藤庸一（予定） 重村力（主査）

期 間 05年度～06年度 05年度～06年度

予 算 175万円（2年・報告書含む）＋α

大会協議会 大会２日目・午前

農村計画委員会＋特別研究委員会によるPD「農山
村集落の災害復旧支援を考える」
主題解説（案）
農山村型自然災害の特徴
農山村集落における避難施設
農山村集落における仮設住居
集落型災害の復旧・再建計画

大会３日目・午前
学術推進委員会・中越地震総合研究小委員会による

「中越地震・中山間地域の大規模災害が示す
社会的課題」
主題解説（案）
現地から地域被害の特徴
災害委員会からの物的被害の特徴
農村計画委員会から
都市計画委員会から
構造委員会から
歴史意匠委員会から
阪神淡路の経験から

農山漁村集落における自然災害復旧支援計画特別研究委員会

農村
計画
委員
会・災

害委
員会
・都市

計画
委員
会・構

造委
員会
を

はじめ
、建築

学会
の総
力を挙

げて取
り組む
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主な活動８

共生の仕組み 空間概念と構成
公開研究会 05年2月 学会会議室

集住文化小委

東アジア各地の集住文化
を対象に、共生の仕組みを
探ろうとする、新たな研究
展開である。科研費をベー
スにした調査研究を開始し
ており、その一部である中
国少数民族・トン族、次年
度調査予定の韓国・風水、
日本・津軽の集落を事例に、
空間概念と構成について
研究を交換した。

→集住の知恵に続く、刊行を予定



主な活動91

農村計画研究の新しい動き
公開研究会 05年3月 学会会議室

本委(農村企画WG)＋関東支部農村建築専門委

最近の若手研究の動向を理解し＆登竜門の機会を設ける
→→最近5年分の博士論文・修士論文90テーマを収録



農村の有する資源が多角的な視
点から評価されるなかで、それら
を取り巻く研究も多様化している。
そこで、近年の博士論文をテーマ
に、論文の概要とその後の取り組
みを紹介していただき、いま注目
されている農村計画研究について
語るとともに、農村計画が目指す
ビジョンについて意見交換をした。

②若手研究博士論文・修士論文リストも、
農村計画ホームページに掲載

①すでに、北海道大会では、若手研究の
顕彰と最新の研究関心を把握するため、
各セッションから一押し発表の推薦をお
願いし、農村計画ホームページに掲載 若手研究

者の育成

主な活動92



04年度農村計画委員会予算

136.6万円

05年度農村計画委員会予算

126.9万円

①ホームページ・メイリングの充実

③若手研究者の育成

②地方での公開研究会

④成果の刊行／集住の知恵→→

⑤集落型災害復旧支援＝連携し→大会PD

⑥大会協議会＝集住の知恵

⑦韓国で日韓研究交流→アジアへ

⑧美しい農村集落デジタルアーカイブ

05年度
各小委員会
は成果を集
約、自己評
価を行い

↓
06年度

大幅な改組
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